
































 第 3 章では、分析資料体と分析の基準について述べた。第 1 節で扱う分析資料体について言及し、編年研究
は東北地方後期旧石器時代前半期石器群 44 遺跡、53 の石器群を抽出した。また、技術組織研究では、雄物
川下流域の 7 遺跡（下堤 G 遺跡・狸崎 B 遺跡・地蔵田遺跡、風無台Ⅰ遺跡・風無台Ⅱ遺跡・松木台Ⅱ遺跡・松
木台Ⅲ遺跡）を主に対象とし、補足的な資料体として 2 遺跡（古城廻Ⅱ遺跡、湯沢台牧場遺跡）をあげた。第 2
節で石器器種や剥片剥離技術の分類基準等を提示した。 
 第 4 章で東北地方における後期旧石器時代前半期の編年研究を行った。その結果、Ⅰ期は較正年代で
35,000calBP（炭素 14 年代で 31,00014CBP）より古く、Ⅱ期は較正年代で 35,000～31,000calBP（炭素 14 年代
で 31,000～27,00014CBP）、Ⅲ期は較正年代で 30,000calBP（炭素 14 年代で 26,000～25,00014CBP）前後、とい
う年代を与えることができた。また、秋田県の雄物川下流域においては、Ⅱ期を層位的に下位のⅡa 期と上位の
Ⅱb 期に細分することができた。 
 第 5 章で後期旧石器時代前半期の古環境について述べた。第 1 節で植物相について整理し、MIS3 後半に





られた。また、第 2 節で動物相について整理し、ナウマンゾウ-オオツノジカ動物群が主体であると考えられた。 
 第 6 章では雄物川下流域における遺跡の立地と石材環境について述べた。第 1 節では雄物川下流域の立地
について、第 2 節では雄物川下流域と男鹿半島の珪質頁岩の分布調査結果を報告し、黒曜石と透閃石岩の産
地分析の結果について整理した。 
 第 7 章では、雄物川下流域の暗色帯相当層下部（Ⅱa 期）から出土する三つの石器群の技術組織研究を行っ
た。第 1 節で地蔵田遺跡、第 2 節で風無台Ⅱ遺跡、第 3 節で松木台Ⅱ遺跡の分析を行った。 
 第 8 章では雄物川下流域の暗色帯相当層上部（Ⅱb 期）から出土する四つの石器群の技術組織研究を行っ
た。第 1 節で下堤 G 遺跡、第 2 節で狸崎 B 遺跡、第 3 節で風無台Ⅰ遺跡、第 4 節で松木台Ⅲ遺跡の分析を
行った。 
 第 9 章では雄物川の支流である旭川流域の後期旧石器時代前半期石器群について述べた。第 1 節で古城
廻Ⅱ遺跡、第 2 節で湯沢台牧場遺跡について分析し、第 3 節で編年的位置づけと意義について述べた。 
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人間行動を推定する。第 8 章では、Ⅱb 期の下堤 G 遺跡、狸崎 B 遺跡、風無台Ⅰ遺跡、松木台Ⅲ遺跡
について、各節を分け、第 7章と同一の方法論を適用して技術組織の様相分析を行なう。第 9章では、
比較資料として、旭川流域の遺跡を検討する。第 10 章では、全体をまとめ考察を行なう。同時期の
遺跡群を、環状ブロック群を基調とする Aタイプ、大形円形状ブロックを基調とする B タイプの複合
として理解できることを示し、「雄物川モデル」として提起する。終章では、本研究を総括し、今後
の課題を展望する。 
 本論文は、後期旧石器時代の地道な地域研究を、プロセス考古学の概念である技術組織分析という
方法論により、人間活動理解へと総合していくことが可能であることを、実証的に示したものである。
分析手法は非常に着実であり、十分な説得力を持つ。本論文は、今後の旧石器研究の具体的指針にな
り得る業績と評価でき、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提出者は、
博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
